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1 はじめに

英語を聞いても読んでも理解できない場合に一番大きな要因となっているものに語嚢

力の不足がある。おそらく英語学習者のリスニンク力とリーデイング力は学習者の語嚢

力に多分に影響されているであろうことは英語学習の常識とも言える。実際リーデイン

グ能力に影響する要因として、語実的知識がもっとも影響を持っと指摘する研究が多い

(Nation and Coady 1988 ; Laufer, 1992 他人リーデイングにおいては、他の要因に比べ、

語嚢の説明率は比較的高いと推測できる。一方、 Mecartty (2000）は、リスニング能力

と語素的知識量の聞に有意な相関関係（r=.38,p< .05）を実証している。しかしながら、
その相関はリーデイング能力と語象的知識量の聞にみられる相関関係（r=.50, p< .Ol) 
ほど強くはない。語嚢的知識量とリーデイングの間に比較的強い相聞が認められ、語素

的知識はリーデイング能力の非常に重要な要因の l つであることが判明しているが、語

嚢的知識量とリスニング能力の聞には中程度以下の相関しかみられない。

そこで本研究ではリスニング能力とリーディング能力のどちらがより語象的知識の

影響を受けているのかを本学グローパル英語学科に平成23年度入学した学生の CASEC

（英語能力判定試験）のスコアを基に検証してみる。 2 つの能力でどちらが語嚢力との

相聞がより強いかを調べるだけではなく、 9 ヶ月間の学習期間でそれぞれの相聞に変化

が見られるかどうかも検証してみる。また英語能力の上位グ、ループと下位グループで相

聞に差がみられるかどうかも併せて調べる。

2 調査方法

( l )CASEC の概要

今回の調査の英語能力判定試験として、客観的な英語能力を測定するために側

教育測定研究所が実施している CASEC (Computer Assessment System for English 

Communication）という英語コミュニケーション能力判定テストを用いた。 CASEC は、
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個人の能力に合わせてテスト問題を変化させていく、 適応型のテストシステムで、短時

間で正確な測定が可能となっている。試験は 4 つのセクション（Section l ~ Section4 ) 

とリーデイングセクションから構成され、リーデイ ングセクション以外のセクシ ョンの

内容としては Section l は 「語棄の知識」、 Section 2 は 「表現の知識」、 Section3 は「リス

ニングでの大意把握能力」、 Section4 は「具体情報の聞き取り能力」を測定するようになっ

ている。各セクションの配点は250点で、コンビュータを利用してオンラインで受験す

るため、その場で採点、テスト終了後すぐにスコアが表示される。なお、今回の調査分

析には語嚢力を測定するセクション l とリスニング能力のセクション3、それと最後の

リーデイングセクションのスコア結果を用いて検証を進めることとする。なお、セクシ ョ

ン 4 もリスニング能力と関連してはいるが、ディクテーショ ン形式の解答形式となって

いるために他のセクションとは解答形式が異なるので除外し、検証にはセクショ ン 3 の

みを使用する。

(2 ）研究対象者

平成23年度に本学グローパル英語学科に入学した学生を対象に上記の CASEC 試験を

入学直後の 4 月、春学期終了直前の 7 月、秋学期開始直後の 9 月、秋学期終了直前の

12月と l 年次に 4 回受験させた。試験スコアの処理は学年全体を対象に 4 回の試験ご

とに行うだけではなく、英語習熟度別に分けられた 4 つのクラス（上から順に A、 B、 C、

D）別にも行った。なお、 今回の研究においては受験者全体の相関の通時的な変化も併

せて検証するので、実際の研究対象者としては l 年次の 4 つの試験をすべてを受験した

77名の学生のスコア結果のみを利用することにした。

3 結果と考察

( 1)4月試験得点分析

語嚢（Section 1 ）、リーデイング （Reading Section）、リスニング（Section3 ）の 3 つ

のスコア結果について、それぞれ二者聞の組み合わせで相関係数を計算したところ表 l

に示すような結果が得られた。

表 I ： 語会、リーデイ ング、リスニングの得点の相関関係

相関係数（April)

Vocabulary Reading Listening 
Vocabulary 1.000 264 428 

Pearson の相関 Reading 264 1.000 335 
Listen mg 428 335 1.000 

Vocabulaiy 010 000 

有意確率 （片側） Reading 010 001 

Listening 000 001 

Vocabulary と Reading の相関の強さは0.264 とあまり強くない。回帰直線を 5 1 いた結果、

38 (263) 



語実力とリスニング／リーディング能力との相関（ I) （上 回）

y = 0.2305x + 80.928 、 R2=0.0699 となり、説明率も低いことがわかる。
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図 l ：語会とリーデイングの得点分布と単回帰直線

Vocabulary と Listening の相関の強さは中程度（0.428）にとどまるが、 Vocabulary と

Reading の相関係数と比較すると高いといえる。回帰直線を引いた結果、 y=0.429x+

73.096、 R2= 0.1828 となり 説明率もリーディングと比較するとリスニングの方が倍以

上も高い。
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図 2 語嚢とリスニングの得点分布と単回帰直線

表 2

重回帰分析結果（April)

標準化係数 t値

Reading 137 1.237 

Listening 382 3.459 

重相関係数 R2 乗 199 p<.05 

調整済み R2 乗 178 

表 2 は Vocabulary を目的変数、 Reading、 Listening を予測変数として重相関係数を計算

した結果である。やはり Listening の方が Reading より高い。調整済み R2 乗は 0.178 で、
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4 月試験における Reading と Listening のスコ アで Vocabulary の ス コアを説明でき る説

明率は 17 .8%である。

(2)7月試験得点分析

語蒙（Section 1 ）、リーデイ ング（Reading Section）、リスニ ング（Section3 ）の 3 つ

のスコア結果について、それぞれ二者間の組み合わせで相関係数を計算したところ表 3

に示すような結果が得られた。

表 3 ：語索、リーディング、リスニングの得点の相関関係

相関係数 (July)

Vocabula1y Reading Listening 
Vocabulary 1.000 404 257 

Pearson の相関 Reading 404 1.000 .451 
Listening 257 451 1.000 
Vocabulary 000 012 

有意確率 （片側） Reading 000 000 
Listen mg 012 000 

Vocabulary と Reading の相関の強さは0.404 と 4 月の試験結果よ り上がり、中程度の強

さである。回帰直線を引いた結果、 y=0.3746x+69.975、 R2= 0. 1629 となり、説明率も

4 月試験より高くなった。
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図 3 ：語集と リ ーディ ングの得点分布と単回帰直線

逆に Vocabulary と Listening の相関の強さは0.257 にとどまり、 Vocabulary と Reading の

相関係数より低い。 回帰直線を引いた結果、 y= 0.2591x+93. 113 、 R2=0.066 と なり、説

明率も リ ーデイングと比較すると リ スニングの方が半分以下である。
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語集力とリスニング／リーディング能力との相関（ I ) （上 田）
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図 4 ：語裳とリスニングの得点分布と単回帰直線

表 4

重回帰分析結果 (July)

標準化係数 | t 値
Read mg 

Listenmg 

重相関係数 R2 乗

361 

094 

170 

調整済み R2 乗 I .148 

3.044 

792 

r<.os 

・ Li,.eung

線形（Li,.ening)

y~0.259 1 x +93.113 

R＇ ~0.066 

表 4 は Vocabulary を目的変数、 Reading、 Listening を予測変数として重相関係数を計算

した結果である。 7 月試験の結果は Reading の方が Listening よりかなり高い。調整済み

R2 乗は 0.148 で、説明率は 14.8% となり、 4 月より若干下がる。

(3)9月試験得点分析

語実（Section 1 ）、リーデイング（Reading Section）、リスニング（Section3 ）の 3 つ

のスコア結果について、それぞれ二者間の組み合わせで相関係数を計算したところ表 5

に示すような結果が得られた。

表 5 ：語嚢、リーデイング、リスニングの得点の相関関係

相関係数（September)

Vocabulary Reading Listening 

Vocabulary 1.000 339 520 

Pearson の相関 Reading 339 1.000 295 

Listen mg 520 295 1.000 

Vocabulary 001 000 

有意確率（片側） Reading 001 005 

Listening 000 005 

Vocabulary と Reading の相関の強さは0.339 と 7 月より下がり、あまり強くない。 回帰

直線を引いた結果、 y= 0.3495x + 62.28 、 R2=0. 115 となり、説明率も 7 月試験より低くなっ

た。
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図 5 ： 語嚢と リーディ ングの得点、分布と単回帰直線

Vocabulary と Listening の相聞の強さは中程度 （0.520）にとどま るが、 9 月よ りは上が

り、 4 月の結果よりも高いといえる。 Vocabulary と Reading の相関係数と比較しでも

Listening の方が高い。回帰直線を 5 1 いた結果、 y=0.5169x+ 59.142、 R2= 0.2701 となり 、

説明率も リーデイングと比較する とリスニングの方が高い。
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図 6 ： 語棄と リ スニングの得点分布と単回帰直線

表 6

重回帰分析結果（September)

標準化係数 | t値
Read mg 加

一
酬一川

2.008 

4.541 

p<.05 

Listen mg 
重相関係数R2 乗

調整済み R2 乗 I .289 

表6は Vocabulary を目 的変数、 Reading、 Listening を予測変数として重相関係数を計

算 した結果である。 7 月試験の結果と 異なり 、 4 月試験の結果同様に Listening の方が

Reading より 高い。調整済み R2 乗は 0.289で、説明率は 28.9% となり 、 7 月試験の 2倍

程度ある。
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語会力とリスニング／リーディング能力との相関（ 1 ) （上 回）

(4) 12月試験得点分析

語嚢（Section 1 ）、リーディング（Reading Section）、リスニング（Section3 ）の 3 つ

のスコア結果について、それぞれ二者聞の組み合わせで相関係数を計算したところ表 7

に示すような結果が得られた。

表 7 ・語象、リーディング、リスニングの得点の相関関係

相関係数（December)

Vocabulary Reading L1stenmg 

Vocabulary 1.000 528 480 

Pearson の相関 Reading 528 1.000 388 

Listening 480 388 1.000 

Vocabulary 000 000 

有意確率（片側） Reading 000 000 

Listening 000 000 

Vocabulary と Reading の相聞の強さは 0.528 と中程度の強さであるが、この 12月試験の

結果が一番高くなっている。回帰直線を引いた結果、 y=0.574lx+40.363 、 R2=0.2792

となり、説明率も 9 月試験より高くなり 一番高い値である。
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図 7 ：語重量とリーディングの得点分布と単回帰直線

Vocabulary と Listening の相関の強さは中程度（0.480）にとどまるが、 9 月試験の結果

より低下している。 Vocabulary と Reading の相関係数と比較しでもわずかに低い。回帰

直線を引いた結果、 y=0.528lx+64.499、 R'=0.2307 となり、説明率もリーデイングよ

りリスニングの方が少し低い値である。
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図 8 ：語重量と リ スニングの得点分布と単回帰直線

表 8

重回帰分析結果 （December)

標準化係数 | t 値
Readmg 

一乗
”
q
j
h ER
 

一数
時
一隅

l

’

E
E
、

n
四
回
防

疋
－
阿
口

制
品開
4
b
1

1

・

i

L
士
亘

403 

.324 

368 

4.017 

3.233 

Pく .05

調整済み R2 乗 I .188 

表 8 は Vocabulary を 目的変数、 Reading、 Listening を予測変数として重相関係数を計

算した結果である。 9 月の結果と違い、 Reading 方が Listening より高 くなっているが、

そ の差は 7 月試験の結果ほど聞いてはいない。 調整済み R2 乗は 0.351 で、説明率は

35.1 %となり、 4 つのすべての試験結果の中で一番高い。

4 月当初は語嚢とリ ーディングの相関係数はリスニングとの相関係数に比べて低い値

であったが、 4 月から 12月にかけて 2 セメス ター相当分の英語授業を受講後、語嚢と

リ ーデイングとの相関係数は上昇し、リ スニングとの相関係数よ り若干高い値を示すよ

うになった。 4 月の段階で リ スニングとの相関係数の方が高い理由と して考えられるの

は、おそらく リスニングは基礎的な語裳をある程度知っていれば対応できるからでは

ないだろうか。 Nation ( 1 990） では 「話し言葉を理解するために必要な語嚢的知識量は、

書き言葉を理解するために必要な語嚢的知識量の半分にとどま る」と主張している。英

語学習が進み語裳知識が増加するにつれて リ ーディング力が伸びるので、 相対的にリス

ニングとの相聞が下がり 、一方で、リ ーディングとの相闘が上がることになるのであろう。

重回帰分析の結果も同じ傾向を示している。つまり語嚢のス コア結果に対する説明率は

4月当初はリスニングの方が高かったが、 最後の 12 月 はリーディングの方が高い説明率

になっている。さらに語裳に対するリ ーデイングと リ スニングを合わせた説明率全体も

4 月から 12月 にかけて上昇している こ とか ら、語愛知識の リ ーディングや リ スニング

に対する影響は学習が進むにつれてより 多 く現れているようである。

( 5 )Aクラス試験得点分析

次に習熟度別のクラスごとに試験得点、を分析する。語嚢 （Section 1 ） 、 リーディング
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語実力とリスニング／リーディング能力との相関（ I ) （上 田）

(Reading Section）、リスニング（Section3 ）の 3 つのスコア結果について、それぞれニ

者聞の組み合わせで相関係数を計算したところ表 9 に示すような結果が得られた。

表 9 語重量、リーデイング、リスニングの得点の相関関係

相関係数（ACla田）

Vocabulary Reading Listening 

Vocabulary l.000 399 357 

Pearson の相関 Reading 399 l.000 391 

Listening 357 391 l.000 

Vocabula1y 000 000 

有意確率（片側） Reading 000 000 

Listening 000 000 

Vocabulary と Reading の相関の強さは 0.399 と中程度の強さである。回帰直線を引いた

結果、 y=0.6202x +37.451 、 R2=0.1592 となり、 Reading の説明率は約 16%である。
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図 9 ：語裳とリーディングの得点分布と単回帰直線

Vocabulary と Listening の相関の強さは0.357 と Vocabulary と Reading の相関係数と比較

してわずかに低い。回帰直線を引いた結果、 y=0.4117x+ 81.221 、 R2=0.1276 となり、

説明率もリーディングと比較するとリスニングの方が少し低い値となる。
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図 10 ：語糞とリスニングの得点分布と単回帰直線
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表 IO

重回帰分析結果（AClass) 

標準化係数 t値

Reading 306 2.915 

Listening 238 2.265 

重相関係数R2 乗 .207 p<.OS 

調整済み R2乗 188 

表 10 は Vocabulary を目的変数、 Reading、 Listening を予測変数として重相関係数を計算

した結果である。 Reading 方が Listening より高くなっているが、その差はあまり聞いて

はいない。調整済み R2 乗は 0.188 で、 A クラスにおける Vocabulary の説明率は 1 8 .8%

である。

(6)8クラス試験得点分析

語嚢 （Section 1 ）、リーディング （Reading Section）、リ ス ニ ング （Section3 ） の 3 つ

のスコア結果について、 それぞれ二者間の組み合わせで相関係数を計算したところ表

11 に示すような結果が得られた。

表 1 I ：語索、リーディ ング、リスニングの得点の相関関係

相関係数（B Class) 

Vocabulary Reading Listening 

Vocabulary 1.000 023 229 

Pearson の相関 Reading 023 1.000 .169 

Listening 229 169 1.000 

Vocabulary 419 020 

有意確率 （片側） Reading 419 067 

Listening 020 067 

Vocabulary と Reading の相聞の強さは0.023 と 非常に低い。 回帰直線を目 ｜ いた結果、 y=

0.019x+ 108 .98、 R2= 0.0005 となり、 Reading の説明率は非常に低い値であ る。
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図 l l ：語棄 と リ ーディ ングの得点分布と単回帰直線

Vocabulary と Listening の相関の強さは0.229 と Vocabulary と Reading の相関係数との比
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較ではそれなりに高い値である。回帰直線を目｜いた結果、y=0.256lx+94.399、 R2=0.0527

となり、説明率もリーデイングはほとんどないが、リスニングの方は約 5% ある。
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図 12 語嚢とリスニングの得点、分布と単回帰直線

表 12

重回帰分析結果（BCI田s)

標準化係数 | t 値
Read mg 

Listening 

重相関係数 R2 乗

-016 

232 

053 

調整済み R2 乗 I .02s 

-.142 

2.063 

p<.05 

• Lostening 

線形（Li'1cning)

y ~0.2561x+94.399 

R＇ ~0.0527 

表 12 は Vocabulary を目的変数、 Reading、 Listening を予測変数として重相関係数を計算

した結果である。 Reading はマイナスの値を示しているが、 Listening はプラスになって

いる。調整済み R2 乗は0028 で、 B クラスの場合は Vocabulary に対する説明率は 2.8%

しかない。

(7) c クラス試験得点分析

語実（Section1 ）、リーデイング（Reading Section）、リスニング（Section3 ）の 3 つ

のスコア結果について、それぞれ二者間の組み合わせで相関係数を計算したところ表

13 に示すような結果が得られた。

表 13 ：語葉、リーディング、リスニングの得点の相関関係

相関係数（C Class) 

Vocabulary Reading Listen mg 

Vocabulary 1.000 -.013 275 

Pearson の相関 Reading -.013 1.000 243 

Listening 275 243 1.000 

Vocabulary 454 008 

有意確率（片側） Reading 454 017 

Listening 008 017 
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Vocabulary と Reading の相聞は一 0.013 となり、全クラスの相関係数の値の中で唯一マ

イナスの相闘を示している。回帰直線を引いた結果、 y= 0.013x+l04.31 、 R2=0.0002

となり、説明率は B クラスの Reading との相関よりも低くほとんどないに等しい。
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図 13 ： 語嚢とリ ーディ ングの得点分布と単回帰直線

Vocabulary と Listening の相関の強さは0.275 と Vocabulary と Reading の相関係数とは異

なり、 B ク ラスの値より高い。 回帰直線を引いた結果、 y=0.3962x+77.696、 R2=0.0754

となり、説明率も リーデイングはほとん どないが、 リスニングの方は約7.5%の値である。
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図 14 ： 語嚢と リスニングの得点分布と単回帰直線

表 14

重回帰分析結果（CClass) 

標準化係数 | t 値
Reading 085 

Listenmg 

重相関係数R2 乗

調整済み R2 乗

m
一
仰一間

.737 

2.555 

p<.05 

表 14 は Vocabulary を 目的変数、 Reading、 Listening を予測変数と して重相関係数を計算

した結果である。 Reading は B クラスの リーデイングよりさらに高いマイナスの値を

示しているが、逆に Listening は B クラスより高いプラスの値になっている。調整済み
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R2 乗は 0.057 で、説明率は B クラスよりは少し高いが、わずか 5.7% しかない。

(8) Dクラス試験得点分析

語嚢（Section 1 ）、リーデイング（Reading Section）、リスニング（Section3 ）の 3 つ

のスコア結果について、それぞれ二者聞の組み合わせで相関係数を計算したところ表

15 に示すような結果が得られた。

表 15 ：語葉、リーディング、リスニングの得点の相関関係

相関係数（D Class) 

Vocabulary Reading Listening 

Vocabulary 1.000 264 191 

Pearson の相関 Reading 264 l.000 108 

Listening 191 108 1.000 

Vocabulary 018 065 

有意確率（片側） Reading 018 198 

Listening 065 198 

Vocabulary と Reading の相聞の強さは 0.264 とあまり強くない。回帰直線を引いた結果、

y=0.2434x+71.316、 R2=0.0697 となり、説明率も低い約7%の値である。
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図 15 ：語重量とリーディングの得点分布と単回帰直線

Vocabulary と Listening の相関の強さは0 191 と Vocabulary と Reading の相関係数よりも

低い値である。回帰直線を引いた結果、 y=0.1772x+ 89.425 、 R'=0.0365 となり、説明

率もリーデイングよりさらに低い約3.7%である。
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図 16 ：語裳とリスニングの得点分布と単回帰直線

表 16

重回帰分析結果（DC!a田）

標準化係数 | t値
Reading 246 

.164 

096 

067 

2.012 

1.343 

p<.05 

Listenmg 

重相関係数 R2 乗

調整済み R2 乗

表 16 は Vocabulary を目的変数、 Reading、 Listening を予測変数として重相関係数を計算

した結果である。 Reading の方が Listening より 少し高い値を示している。調整済み R2

乗は0067で、説明率は B、 C クラスよりは高いが、 6.7% しかない。

英語力に基づいたクラス別の相関係数を見ると、一番上の A クラスは語嚢とリーディ

ング及びリスニングとの相闘が確認できる（リーディングとリスニングともに有意）。

数値も全クラスの中で一番高い値を示している。 B と C クラスは語棄とリスニングと

の相聞は有意であるが、 リ ーディングとの相聞は有意で、はない。一番下の D クラスは、

逆に語嚢とリーデイングとの相聞は有意であるが、リスニングと の相聞は有意で、はない。

重回帰分析の結果からも、 A クラスのみ語会知識のリ ーディングやリスニングへの影響

が見られるだけで、下の他のク ラスでは説明率もすべて一桁台に留まつでいる。

これはリーディ ングと リスニングともに共通する英語を理解するための処理プロセス

に原因があるのではないだろうか。具体的には、 言語的に小さい単位 （音韻、 単語など）

から順に大きい単位（節、文、文章や段落）へと理解を積み重ねていくボトムアップ処

理と、学習者の持つ一般的な知識（スキーマ）や文脈から予測や推測を手がかりに理解

を進めていくトップダウン処理の 2 つを組み合わせて理解を進めているとする一般的な

考え方に基づけば、語素的知識が大切な役割を担う のは主にボト ムアップ処理を行なう

ときであろう。単語 l つ 1 つの意味を解釈し、 それらをうまくつなぎ合わせてながら文

全体の理解を試みようとする。しかしながら語嚢的知識が不足している初級学習者に

とってスムーズにこのような処理を行なうこと は困難であろう。そうなる とその分ト ッ
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プダウン処理に依存する度合いが高くなるが、インプット理解時のボトムアップ処理の

語嚢の処理能力が足らないと、未知語を推測するなどの読解ストラテジーにともなう

トップダウン処理をも妨げてしまうと考えられている（島本、 1998 ） 。したがって、イ

ンプットを理解する際に、持てるストラテジーを効果的に利用し、 トップダウン処理も

スムーズに行なえるようにするためには、ある程度の語委主力が必要となるであろう。ま

た、語葉の処理技能を十分に習得していなければ、所有している語嚢的知識も効率的に

利用できないことになってしまうのではないであろうか。 A クラスの学習者と違って、

英語力の劣る B、 C、 D クラスの学習者は語裳カの不足が決定的にリーディングやリス

ニングに影響を与えているとも言えるかもしれない。

4 まとめ

今回の調査では語嚢知識がリ ーデイングとリスニングのどちらにより影響を与えるか

を調べることが目的であった。分析の結果だけを見れば、学習初期段階ではリスニング

がより語葉知識の影響を受けているが、学習の進捗にともないリーデイングが受ける影

響が高まることが判明した。重回帰分析により語嚢知識、リーディング力、リスニング

力三者の関係を見ても、語嚢とリーディング、語嚢とリスニングそれぞれの単回帰分析

の結果を裏付けるものとなっている。また、習熟度別クラス編制による英語能力に応じ

て、語裳知識とリーデイング力、リスニング力の相関に差があるかどうかを調べた結果

から、ある程度の英語力がないと、語裳知識に対する相関も具体的な意味のある数値と

して現れてこないことが分かつた。効果的な英語学習を行う上でもこの結果を利用して、

リスニング能力とリーデイ ング能力の養成を連携させることが必要であろう。
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